
 

 

 

 

 

 ＳｍａｒｔＬａｂＥｘｐｏｒｔ極点図からＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力ファイル作成 
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概要 

 ＳｍａｒｔＬａｂのＥｘｐｏｒｔデータは極点図の中心から外周に向けて並んである。 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力データはＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで作成している。 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３は極点図の外周から中心に向けたＴＸＴ２データを読み込むため 

 データ並び替えが必要（であったが、ＰＦｔｏＯＤＦ３に中心から外周の並び極点図の読み込みを 

追加した。 

 極点処理は、入力データ、バックグランドデータの確認修正、ｄｅｆｃｏｕｓ効果の確認 

 Ｒｐ％の確認をしながら、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで行っているが 

 外部処理を行った極点図データも直接取り込めます。 

 

 

変更 

 

 

 

Ｃｅｎｔｅｒ α＝０の選択で、並び替えファイルを作成し、読み込みます。 

 ファイル名．ａｓｃ－＞ ファイル名ｃ９０．ａｓｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｍａｒｔＬａｂによる極点処理結果（ＢＧ，ｄｅｆｏｃｕｓ）のＥｘｐｏｒｔ 

  

 Ｅｘｐｏｒｔファイル 

  

 220R.txt ファイル 

   

 

α＝０は極点図の中心のＴＸＴ２ファイル 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの入力ファイルはＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで作成 

 ＰＦｔｏＯＤＦ３は、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア作成ＴＸＴ２ファイルを読み込む 

 ＴＸＴ２ファイル（α、β、密度） 

  αは、極点図の外周から中心に向けて並ぶ 

直接ＰＦｔｏＯＤＦ３で読み込む 

 極点図が逆転してしまう。 

 

 α＝０は透過領域として読み込まれてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図中心 α＝０と指定して読み込む 

 

ファイル名＋．ｔｘｔ －＞ファイル名＋ｃ９０．ｔｘｔとして変換したファイルを作成し 

表示している。 

１１１Ｒｃ９０．ｔｘｔファイル 

   

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けファイル作成 

  

 

作成されるＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けファイル 

  

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる解析 

 

 


